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和辻哲郎『近代歴史哲学の先駆者』とヘルダー : 










は じ め に
　本稿は，法政大学和辻哲郎文庫に収められたヨハン・ゴットフリート・ヘルダー（1744～1803）の主






目録（課題番号 03451008）平成 3 年・4 年度科学研究費補助金一般研究（B）研究成果報告書』（1993）
としてまとめられた。研究分担者であった笠原は，研究成果報告書に「和辻哲郎とヘルダー―和辻所














―和辻哲郎文庫 Ideen zur Philosophie der Geschichte der Menschheit
 を手がかりとして―
笠　原　賢　介




























































　和辻文庫の『イデーン』は，5 巻・4 冊からなるヘルダーの著作選集Herders Ausgewählte Werke,
hrsg.vonBernhardSuphan,Berlin:Weidmann,1884-1901に収められたものであり，第 4 巻・第 5 巻
が『イデーン』である。著作選集の編者であるベルンハルト・ズプハン（1845～1911）は，今日でもヘ
ルダー研究の基礎となっている全 33 巻のヘルダー全集 Herders Sämmtliche Werke,Berlin:Weidmann,
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　まず，第 4，第 5 巻以外の内容であるが，それらは文芸作品と翻訳にあてられている。第 1 巻には，




るが，第 1 部と第 2 部が中心である。とりわけ，第 2 部・第 9 巻をなす各章―第 1 章「人間はすべて
を自身の内から生み出すと思い込むものだが，その諸能力の発達においては，他者に依存するものであ































0 0 0 0 0 0 0
を教える伝統でもある。いかなる人
もこの伝統を脱することはできない。そこで，かかる伝統の連鎖
0 0 0 0 0
を追跡する歴史哲学が，真の人類
史となるのである。（VI,414f.）
　これは，和辻文庫の『イデーン』では，第 2 部・第 9 巻・第 1 章の欄外書き込みの一部に対応してい
る。和辻文庫のヘルダー著作集・第 4 巻の 340 頁以下である（SWSXIII,347ff.）（5）。対応個所の欄外書
き込みを列挙してみよう。書き込みのまとまりごとに○印を付す。
○歴史の哲学の原理：伝統と，有機力と，○教育＝模倣練習＝überliefern○genetisch-Mitteilung













デーン』第 2 部・第 9 巻・第 4 章，和辻文庫ヘルダー著作集・第 4 巻 365～367 頁（SWSXIII,375ff.）
の欄外への書き込み，「◎自然状態を社会とするは卓見なれども，原始社会の宗教性を未だ理解せず。
自然的結合としての家族を最初と考ふ」，「Herder の勝手な思弁なり。」，「×原始的な王の問題に，末世
たる Rom や Griech.l.［ギリシア］が出てくる。Herder の原始社会の知識の欠乏！」，第 2 部・第 9 巻・













Gottfried von Herderʼs Ideen zur Geschichte der Menschheit, hrsg.durchJohannvonMüller, in:
Johann Gottfried von Herderʼs sämmtliche Werke,hrsg.vonJohannGeorgMüller,u.a., in60T.,
Stuttgartu.Tübingen:Cotta,1827-1830 であることが判明する（8）。『風土』において和辻は『イデーン』を
Ideen zur Philosophie der Geschichte der Menschheit ではなく Ideen zur Geschichte der Menschheit と
表記しているが（VIII,209），この点もこれを示している。この版の『イデーン』を収めた全集は，
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集は全 60 部であり，両全集の『イデーン』の頁数は一致しない（『イデーン』の表記はコッタ版も















　すでに述べたように，前節で引用した和辻の一節は『イデーン』の第 2 部・第 9 巻・第 1 章の内容の
一部を要約したものである（WBIV,340-344/SWSXIII,347-352）（11）。だが同時に，そこには和辻によ
る再構成の跡も見られる。すなわち，和辻からの引用の最後の部分―「そこで，かかる伝統の連鎖
















































































0 0 0 0
によってのみ
0 0 0 0 0 0
育成される。しかるにわれわれは，実はまだ人ではなくして
0 0 0 0 0 0 0
，日々に人になる





は，模倣と理性と言語によってである」と題された『イデーン』第 2 部・第 9 巻・第 3 章の内容の一部







0 0 0 0 0 0 0
，日々に人になる
0 0 0 0
という段階に立っている」とい
う表現となって，つなぎ合わされている。その後の和辻の文章，「智慧が克つためには，まず痴愚が現


















0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
に過ぎぬで
あろう。そう考えれば，人間の現状は，二つの世間の中間
0 0 0 0 0 0 0 0
項である。そういう地位のゆえに，人
は，おのれ自身との矛盾





0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
にほかならない。そうであるならば，やがて実現さるべき新しい人間の形
態は，真に人間的な共同体
















間性」が生み出され，生の破壊に至る可能性が孕まれる。先の『イデーン』第 2 部・第 9 巻・第 1 章か
らの引用にあった「相続された伝統は，ありとあらゆる愚かしい想念を，そこここで現実に神聖化した





























0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
汝が欲するものは
0 0 0 0 0 0 0 0
，他者にも為すなかれ
0 0 0 0 0 0 0 0 0
。他者が汝にすべきことは
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，他者にもせよ









0 0 0 0 0 0 0 0

























0 0 0 0 0 0 0
も，あらゆる民族に共通であり，従っていかなる未開人にも存するのであっ
て，発達した理性の働きを待つまでもない。人間性の神聖な法則や規則






　これは，「宗教は地球上の最古で最も神聖な伝統である」と題された『イデーン』第 2 部・第 9 巻・
第 5 章（WBIV,375ff./SWSXIII,387ff.）をまとめたものである。先に検討した「正義と真理の規則
0 0 0 0 0 0 0 0
」，
「公正と平衡の大いなる掟」は，ここにようやくふれられていると言えなくもない。しかし，和辻は
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「人間性の神聖な法則や規則
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
」が何であるかを述べていない。『イデーン』を読まずに，この言葉だけか
ら先の「正義と真理の規則































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
や國土の型にはめて理解する
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
」「時代錯誤」の問題が取り上げられ，「室町時代の物語」が「神功皇后の





























（1） 坂部恵「和辻哲郎とヘルダー―精神史的観点から」『比較思想研究』第 27 号（2000），8 頁。
（2） 例えば，テイラー「承認をめぐる政治」，C. テイラー，J. ハーバーマス他（佐々木毅・辻康夫・向山恭一訳）
『マルチカルチュラリズム』岩波書店，1996 年。









右欄外に付加された頁数（以下，欄外頁数）によっている。この欄外頁数は，1784 年から 91 年にかけてハル
トクノッホ書店から刊行された『イデーン』初版の頁数である。この欄外頁数は SWS の『イデーン』にも付
されている。
（7） 和辻による引用頁数の照合の例を挙げておく。単行本『風土』355～356 頁には「（do., II,S.85）」として，
「この奇蹟を初めて見たものは何と云ふであらうか。生ける有機力がそこにあるとほか云へないであらう。
［…］」という引用がある（VIII,211）。『イデーン』第 2 部・第 7 巻・第 4 章からの引用であるが，この箇所は





（VIII,219）は，『イデーン』第 2 部・第 8 巻・第 5 章からの引用であるが，和辻文庫ヘルダー選集では選集第








は，GünterArnold,Herder-Editionen, in:RüdigerNutt-Kofothu.BodoPlachta（Hgg.）, Editionen zu 
deutschsprachigen Autoren als Spiegel der Editionsgeschichte,Tübingen:Niemeyer,2005,S.163ff. を参照。
（10） 本章の内容は和辻とヘルダーを論じた前掲の笠原（1995），笠原（2016），以下二つの拙論：「多元的思考の
転生―和辻哲郎のヘルダー受容をめぐって」，原研二他編『多元的文化の論理―新たな文化学の創生へ向
けて』（東北大学出版会，2005 年）および Herders IdeenundWatsujiTetsuro-ZurGeschichtederHerder-














ルダー』未來社，2017 年，第 3 章とりわけ第 3～4 節を参照。
（15） 『近代歴史哲学の先駆者』の結尾に近い部分では，「世襲の王権」の「力の支配
0 0 0 0
の伝統」のもたらす「深刻悲
惨な事実」に言及されている（VI,418）。これは，「諸々の統治機構は，多くは相続された伝統によって，人




0 0 0 0
の伝統」について
のヘルダーの思想は，むしろ，以上見てきたような，「伝統」と「文化」に対するヘルダーの基本的な視点の
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帰結である。







（19） この問題に関しては，次を参照。脇田晴子『天皇と中世文化』吉川弘文館，2003 年，90 頁以下。崔官『文
禄・慶長の役（壬申・丁酉倭乱）文学に刻まれた戦争』講談社，1994 年，182 頁以下。原武史『皇后考』講談
社，2015 年，44 頁以下。岡義武『明治政治史』（上）岩波文庫，2019 年，50 頁以下の航海遠略論の叙述と注
（1）および 212 頁注（3）。『近代歴史哲学の先駆者』と同じ年に刊行された『鎖国―日本の悲劇』（1950）にお
いては，日本における「科学的精神の欠如
0 0 0 0 0 0 0 0
」，「推理力による把捉を重んじない
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
という民族の性向」（XV,15）
が指摘されている。言うまでもなく『鎖国』には，第二次世界大戦における日本に対する和辻の反省が込めら




 1950hatderPhilosophWatsujiTesturo（1889-1960）dasBuchKindai rekishitetsugaku no 
senkusha ― Vico to Herder（Wegbereiter der modernen Geschichtsphilosophie. Vico und Herder）
veröffentlicht.WatsujibeschäftigtsichhiermitdemHauptwerkHerders,den Ideen zur Philosophie 









WatsujiTetsurosWegbereiter der modernen Geschichtsphilosophie und
J.G.Herder
KASAHARAKensuke
Zusammenfassung
